
令和６年度上伊那圏域地域自立支援協議会議事録 

会議 
部会名 第３回 精神障がい者等地域生活部会 日  時 

令和 ７ 年 ２ 月 １３ 日 （木） 

１０：００  ～  １１：５０ 

会場 Zooｍと集合によるハイブリッド開催 参加者数 Zoom : 7人   集合 ： ２４人    計３１人 

主 

テ 

１ 

マ 

１ 部会長挨拶 

２ 今年度の活動報告 

３ 事例をもとにグループワーク 

４ その他 

  
１ 部会長挨拶 
 
２ 今年度の活動報告 
   〇第１回精神障がい者等地域生活部会 （６/20）  ：テーマ「訪問介護ステーションの説明と現状」 
   〇第２回           〃              （10/24） ：テーマ「発達障がいの特性・関わり方について」 
                                                    （グループホーム従事者を対象） 
   〇第３回           〃               （２/13） ：テーマ「病院から地域へ」 
   ◆精神障がい者等地域生活研修会（伊那保健福祉事務所と共催）（9/10） 

テーマ「高齢精神障がい者の地域移行・地域定着について」 
              場所 ： 特別養護老人ホーム コンソール大芝 
   ◆ヒアリング（9月～12月） ：テーマ 「体験の機会、場の確保について」 
                             （地域資源充足のアンケートを基にヒアリング実施） 
   ☆出前講座（9/18）  ：テーマ「精神障がいに関して理解を深めるための講座」 辰野高校3年生対象 
   ☆出前講座（12/１２） ：                    〃                          高遠高校1年生対象 
   ☆出前講座（1/29）  ：                    〃                          高遠高校1年生対象 
   ▲情報共有（１/30）  ：テーマ「ピア南信しあわせの種と情報共有」 
                       場所 ： こころの医療センター駒ヶ根 
 
３ テーマ「病院から地域へ」事例をもとに考える 
    〇事例発表 （10分）  
      地域で一人暮らしするための支援。 
   病院からの薬の提供と通院の課題。 
 
〇グループワーク 

      ※内容を一部抜粋 
       ・病院やグループホームの役割について。できることはどこまでか。 

・上手に薬を服用することで、暮らしやすさに繋がっていく。 
       ・地域での体制づくりが必要。 
 
４ その他 
    〇伊那市「身寄りのない人」への支援のガイドライン 
      伊那市福祉相談課より 
 

ま 

と 

め 

 
・家族や近隣住民、地域の住環境、福祉的サポートさらに、医療的なサポートなどが加わることで、落ち着いた
地域での暮らしが実現できることが再確認できた。 
・また、様々な職種の違った角度からの視点で事例を基に話すことで、新たな発見や、ネットワークづくりができ、
有意義なグループワークとなった。 

次回 来年度開催 

 


